
　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
山
間
地
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
城
里
町
に
お
け
る
都

市
農
村
交
流
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、城
里
町
の
特
産
品
で
あ
る「
古

内
茶
」
と
「
な
な
か
い
の
里
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
取
組
を
地
元
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
、
農
業
体
験
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
五
月
一
七
日
、古
内
茶
の
「
高
安
園
」
で
、

同
町
内
の
保
育
園
児
を
対
象
と
し
た
お
茶

摘
み
体
験
と
製
茶
工
場
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。
お
茶
摘
み
体
験
後
に
は
摘
ん
だ
新

芽
を
天
ぷ
ら
に
し
て
試
食
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
八
日
に
は
、
な
な
か
い
の
里
生

産
研
究
部
会
が
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
親
子
を
対

象
に
、
田
植
え
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
川
に
入
っ
て
生
き
物
調
査
を
し

た
り
、
か
ま
ど
で
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
た

り
と
城
里
町
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
は
、
食
の
楽
し
さ
と
城
里

町
の
魅
力
を
消
費
者
に
伝
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
内
外
の
消
費
者
の
み
な
ら

ず
、
町
と
親
交
の
あ
る
東
京
都
区
内
の
消

費
者
を
対
象
と
し
て
、
都
市
農
村
交
流
活

動
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

城
里
町
都
市
農
村
交
流
で

農
業
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
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農地中間管理事業を活用し、農地の集積・集約を図りましょう



か
さ
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
活
動

　
平
成
二
五
年
七
月
に
発
足
し
た

当
協
議
会
は
、
「
育
て
る
か
ら
販

売
す
る
ま
で
」
の
作
業
に
携
わ
る

生
産
農
家
、
加
工
業
者
、
飲
食
業

者
な
ど
の
販
売
業
者
が
連
携
し
、

情
報
交
換
や
新
た
な
商
品
開
発
、

販
売
促
進
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
協
議
会
で
は
、
魅
力
あ

る
農
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
笠
間

の
野
菜
や
、
そ
れ
を
使
用
し
た
加

工
品
を
広
め
る
活
動
と
し
て
、
毎

月
第
三
日
曜
日
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
も
べ
で
「
朝
市
カ
サ
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
旬

な
野
菜
の
販
売
、
笠
間
産
の
農
畜

産
物
や
加
工
品
の
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
の

で
、
生
産

者
の
顔
と

思
い
が
見

え
る
「
朝

市
」
に
足

を
運
ん
で

み
て
く
だ

さ
い
。

開催時期 内　　容

9月 10日 開講式、栗栽培の基礎、選果場見学
及び栗の流通

12月上旬 剪定の基礎・実習

12月下旬 剪定の実際（栗部会の剪定講習会見
学）

平成30年２月 病害虫防除について、閉講式

　
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
地
区
花
き
部
会
で

は
、
新
規
の
小
ギ
ク
生
産
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
小
ギ
ク
は
、
ほ
と
ん

ど
が
露
地
栽
培
の
た
め
、
新
規
導
入

し
や
す
い
品
目
と
言
え
ま
す
。

　「
畑
で
収
益
性
の
高
い
品
目
を
栽

培
し
た
い
」、「
小
ギ
ク
栽
培
に
興
味

は
あ
る
け
ど
、
難
し
そ
う
」
な
ど
、

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
個
別

相
談
会
で
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
笠
間
の
栗
産
地
」
の
振
興
を
図

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
栗
栽
培
に
挑
戦

す
る
方
や
、
栗
の
栽
培
技
術
の
基
本

を
学
び
た
い
方
を
対
象
に
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
※
家
庭
果
樹
は
対
象
外

定
員

：

二
〇
名
程
度

申
込
期
限

：

八
月
二
五
日
（
金
）

申
込
方
法

：

電
話
で
普
及
セ
ン
タ
ー

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
以
前
に
本
講
座
を
受
講
し
た
方
も

部
分
受
講
が
可
能
で
す
。
過
去
に
全

講
座
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
五
月
二
四
日
に
新
規
就
農
者
の
た

め
の
農
業
講
座
を
開
講
し
た
と
こ
ろ
、

一
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
開
講
式

の
あ
と
、
多
品
目
の
野
菜
を
有
機
栽

培
で
生
産
し
て
い
る
二
十
代
の
新
規

参
入
者
と
、
イ
チ
ジ
ク
と
露
地
野
菜

を
生
産
し
て
い
る
五
十
代
の
新
規
参

入
者
の
ほ
場
で
現
地
研
修
を
行
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
に
就
農
の
動
機
、
経
営
上

の
工
夫
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
研
修
で
は
、「
病

害
虫
の
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
」

「
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
法
を
ど
う
や
っ

て
学
ん
だ
の
か
」
と
い
う
質
問
が
出

さ
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
十
回
ほ
ど
農
業
講
座
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
た
め
の
　
　

農
業
講
座
を
開
講
し
ま
し
た

笠
間
市
の
動
き

小ギク新規栽培者相談会
小ギク生産・出荷に興味のある方、まずは相談会へ

日時：平成29年8月18日（金）
午前9時～午後4時

場所：ＪＡ常陸友部営農センター２階会議室
笠間市湯崎1231-1　

＊事前にご連絡いただくとスムーズです。
ＪＡ常陸友部営農センター（前澤・岩渕）
TEL ：０２９６－７７－８１６４
FAX：０２９６－７７－８６５６

小
ギ
ク
栽
培
を
始
め
ま
せ
ん
か

「
栗
新
規
栽
培
者
講
座
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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県内で農機具盗難が多発。機械は倉庫へ、鍵は別にして保管しましょう



農
薬
を
適
正
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
！

●
登
録
農
薬
の
使
用

　
農
薬
を
購
入
す
る
と
き
は
、
ラ
ベ

ル
に
農
林
水
産
省
登
録
番
号
が
記
載

さ
れ
て
い
る
か
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
防
除
履
歴
の
記
帳

　
い
つ
、
ど
こ
の
畑
で
、
何
の
作
物

に
、
何
の
薬
剤
を
、
ど
れ
だ
け
（
量
・

濃
度
）、
ど
の
よ
う
に
（
散
布
方
法
）

防
除
し
た
か
、
正
確
に
記
録
し
て
お

き
ま
す
。

●
作
用
機
構
分
類
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
農
薬
は
従
来
、
有
効
成
分
の
化
学

構
造
や
作
用
の
特
徴
で
分
類
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
、
作
用
機
構
（
有

効
成
分
が
病
害
虫
の
ど
こ
に
働
き
か

け
る
か
）
に
よ
る
分
類
も
行
わ
れ
て

お
り
、
薬
剤
抵
抗
性
に
配
慮
し
た

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
と
き

の
判
断
材
料
に
な
り
ま
す
。

　
殺
菌
剤
は
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
、
殺

虫
剤
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
と
称
さ
れ
、

数
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
さ
れ

ま
す
。詳
細
は
、農
業
工
業
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
規
就
農
を
目
差
す

地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
を
採
用

　
城
里
町
で
は
、
将
来
、
町
内
で

就
農
を
目
指
す
二
〇
代
～
四
〇
代

の
男
女
四
名
を
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。
四
名

は
、
経
営
作
物
を
決
め
る
た
め
、

町
内
の
主
要
な
農
家
で
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。
経
営
作
物
が
絞
ら

れ
れ
ば
、
そ
の
作
物
を
中
心
に
就

農
す
る
予
定
で
す
。

　
就
農
に
当
た
っ
て
は
、
技
術
だ

け
で
な
く
、
農
地
・
資
金
等
の
確

保
が
必
要
で
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
就

農
に
向
け

て
、
町
内

農
家
・
関

係
機
関
と

協
力
し
継

続
的
な
支

援
を
行
っ

て
い
き
ま

す
。

環
境
測
定
器
を
導
入
し
ト
マ
ト
の

収
量
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
笠
間
市
内
の
ト
マ
ト
農
家
に
お
い

て
、
環
境
測
定
器
を
導
入
し
、
収
量

向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
施
設
内
の
温
度
や
湿
度
以

外
に
、
日
射
量
・
積
算
日
射
量
や
二

酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
も
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
技
術
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
元
に
、
炭
酸
ガ
ス
や
ミ

ス
ト
な
ど
を

施
用
す
る
こ

と
で
、
植
物

の
光
合
成
量

を
多
く
す
る

こ
と
が
で
き
、

収
量
向
上
が

期
待
さ
れ
ま

す
。

　
今
後
生
育

調
査
を
し
な

が
ら
収
量
向

上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

従来の
分類 作用機構分類

有効成分
系統名 FRAC

コード 作用機構 耐性
リスク

アミド系
殺菌剤

4 核酸合成 高 メタラキシル等

7 呼吸 中～高 メプロニル，
ボスカリド等

17
細胞膜の
ステロー
ル生合成

低～中 フェンヘキサミド，
フェンピラザミン

＜農薬ラベルの例＞

＜殺虫剤の作用機構分類一例＞

城
里
町
の
動
き
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熱中症に注意！水分補給と休憩を取りましょう



　
ま
た
、
農
業
大
学
校
卒
業
者
、
短

期
大
学
等
の
卒
業
者
（
若
し
く
は
見

込
者
）
を
対
象

と
し
て
、
研
究

科
（
作
物
・
園

芸
・

畜

産

の

専
攻
コ
ー
ス
）

一
〇
名
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

県
立
農
大
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
―
七
二
―
〇
七
〇
一

●
笠
間
市
農
政
課

　

℡
〇
二
九
六
―
七
七
―
一
一
〇
一

●
笠
間
市
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
九
―
三
七
―
六
六
一
一

●(

一
財)

笠
間
市
農
業
公
社

　

℡
〇
二
九
六
―
七
三
―
六
四
三
九

●
城
里
町
農
業
政
策
課

　
℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
三
一
一
一

●
城
里
町
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
三
一
一
一

●
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
―
七
四
―
四
七
〇
〇

●
Ｊ
Ａ
水
戸
常
北
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
二
三
二
八

●
Ｊ
Ａ
水
戸
か
つ
ら
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
―
二
八
九
―
二
七
一
二

●
　

相
談
窓
口
　

●

お問い合わせ先

茨城県立農業大学校
茨城町長岡4070-186　
TEL 029-292-0010

　
茨
城
県
で
は
民
間
企
業
、
大
学
、

教
育
機
関
、
研
究
機
関
等
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
結
集
し
、
農
業
経
営
や
生
産
技

術
等
三
つ
の
講
座
群
で
約
二
〇
の
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
等
に
つ
い
て
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ア
カ
デ
ミ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成

三
〇
年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
高
校
等
卒
業
者
（
若
し
く
は
見

込
者
）
を
対
象
に
農
業
部
（
農
学
科

　
四
〇
名
・
畜
産
学
科
　
一
〇
名
）、

園
芸
部
（
園
芸
学
科
　
三
〇
名
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
周
り
に
、
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
？
普
及
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
市
・

城
里
町
・
各
農
協
で
は
新
規
就
農
者

向
け
の
就
農
窓
口
を
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
で
は
、
就
農
・
研
修
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
各
種
支
援
事
業

（
制
度
資
金
や
人
材
投
資
資
金
等
）

に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
お
気
軽
に
、
相
談
窓
口
へ
ぜ
ひ
お

越
し
下
さ
い
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
を
求
め

て
い
ま
す
。

試験区分 願書受付期間 試験日

推薦入試
（各学科） H29.10.2 ～ 10.20 H29.11.1

一般
入試

（各学科）

前期 H29.11.13～ 12.8 H29.12.14

後期 H30.2.5 ～ 2.23 H30.3.2

研 究 科
一般入試 H29.11.13～ 12.8 H29.12.14

新
規
就
農
者
い
ま
せ
ん
か

新
任
・
退
任

農
業
三
士
の
ご
紹
介

　
七
月
四
日
、
平
成
二
九
年
度
茨
城

県
農
業
三
士
の
認
定
・
退
任
式
が
茨

城
県
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
管
内
か
ら
は
農
業
経
営
士
と

し
て
村
上
隼
人
氏
（
笠
間
市
）
、
青

年
農
業
士
と
し
て
大
峰
渉
氏
（
笠
間

市
）
と
高
萩
和
彦
氏
（
城
里
町
）
が

知
事
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
八
年
度
を
も
っ

て
、
農
業
経
営
士
の
塙
悟
氏
（
笠
間

市
）
と
青
年
農
業
士
の
村
上
隼
人
氏

（
笠
間
市
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
の
御
活
躍
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新農業経営士新青年農業士
村上　隼人　氏高萩　和彦　氏

施設野菜（トマト等）施設野菜（アスパラ等）
経営類型経営類型

新青年農業士
大峰　渉　氏

花き（枝物）
経営類型

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

〔4〕

家族経営協定を締結し、よりよい農業経営を目指しましょう


